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一 棉 静養 第六 十 巻 第 二 号 ( 5 6 )

一

般
化
さ

れ

た

静
学
的
投
入

産
出
モ

デ
ル

の

虫
丁

経
済
均
衡
に

つ

い

て

の
一

考
察

鈴

村

興

太

郎

:

こ

の

小

論
は

､

レ

オ

ン

テ
ィ

エ

フ

の

静
学
的

投
入

産
出
モ

デ
ル

を
､

(

1
)

経
済
シ

ス

テ
ム

内
の

各
産
業
部

門
ほ

有
限
個
の

代
替
的
生

産
プ

ロ

セ

ス

の

集
合
を

も
つ

と

仮
定
す
る

｡

(

2
)

レ

オ
ン

テ
ィ

エ

フ

体
系
の

母
胎
で

あ
っ

た
ワ

ル

ラ
ス

体

系
よ

り

生

産
物
の

最
終
需
要
函
数
と

本
渡
的
生

産
要
素
の

供
給
函
数
と

を

と

り

も

ど

す
｡

(

3
)

生

産
物
お

よ
び

本
源
的
生

産
栗
東
の

需
給
制
約
と

費
用
法
則
を

不

等
式
化
し

､

均
衡
に

お

け

る

自

由
財
の

存
在
と

､

代
替
的
プ

ロ

セ

ス

間
の

選
択
を

明
示
的
に

考
慮
に

い

れ

る
｡

と
い

う

意
味
に

お
い

て
一

般
化
し

た
､

静
学
的

線
型
非
結
合
生

産
体
系
に

つ

い

て

若
干
の

考
察
を

行
う
こ

と

を

目
的
と

す

る
｡

明
ら
か

に

こ

の

モ

デ

ル

ほ

生

産
構
造
を
レ

オ
ン

テ

ィ

エ

フ

流
に

拡

充
さ
れ

た
ワ

ル

ヲ
ス

の

生

産

(

1
)

の
一

般
均
衡
体

系
に

ほ
か

な

ら

な
い
｡

よ

く

知
ら

れ
て

い

る
よ

う
に

､

本
来
の

静
学

的
レ

オ

ン

テ
ィ

エ

フ
･

モ

デ
ル

に

お

け

る
､

任
意
に

与
え

ら
れ

た

非
負
最
終
需
要
ベ

ク

ト

ル

に

対

す

(

2
)

る

非
負
均
衡
解
の

存
在
は

､

ホ

ー

キ
ン

ス

=

サ

イ
モ

ン

条
件
に

よ

り

保
証

さ

れ

る

が
､

本
稿
の

意
味
で
一

般
化
さ

れ

た
モ

デ
ル

で

は

解
の

存
在
は

い

か

な

る

条
件
下
に

確
認
さ
れ

る

で

あ

ろ

う
か

-
こ

の

間
題
に

答
え

る

こ

と

が

我
々

の

主
要
な

課
題
と

な
る

｡

一

般
に

､

あ

る

種
の

均
衡
方
橿
式
体

系
に

経

済
的
に

意
味
の

あ

る

解
が

存
在
す
る

か

ど

う
か

､

一

層
正

確
に

ほ

経
済
均
衡
の

モ

デ
ル

が

い

か

な

る

条
件
の

も

と
に

有
意
味
な

解
を
も
つ

か

と
い

う

問
題
ほ

､

ワ

ル

ト

が

カ

ッ

セ

ル

=
シ

:
ジ

ン

ガ

ー
.

三

訪
に

つ

い

て

論
じ

て

以

来
マ

γ

ケ
ン

ジ

ー

〔

9
〕

〔

1 0
〕

､

ア

ロ

ウ

=

デ
ブ
ル

ー

〔

1
〕

､

ゲ

ー

ル

〔

5
〕
､

二

階
堂
〔

1 4
〕

､

最
近
で

は

久
我
〔

7
〕

な

ど

に

ょ

り

種
々

の

モ

デ
ル

に

つ

い

て

詳
論
さ

れ
､

理

論
経
済
学
に

お

い

て

｢

均

衡
解
の

存
在
問
題
+

と
い

う
重
要
な

問
題
領
域
を

形
成
し
て

い

る
｡

本
稿

は

か

く
し

て
､

一

般
化
さ

れ
た

静
学
的
投
入

産
出
モ

デ
ル

に

お

け
る

非
負

一

般
均
衡
解
の

存
在
問
題
を

論
じ
る

も

の

で

あ

る

と
い

っ

て

よ

い
｡

ll

各
産
業
は

そ

れ

ぞ
れ

一

財
を

非
結
合
生
産
し
､

財
の

数
ほ
花

個
と

す
る

｡

琴
ブ

財
(

㌧

=
-

＼
…
=

-

且

を

生

産
す
る

琴
∫

産
業
は

､

ヨ
､

-
喜
†
-

(

月
､

∨

ヨ
†
-
一

ヨ
○

=
○
)

個
の

互
に

異
っ

た

生
産
プ
ロ

セ

ス

の

採
択
が

可
能
で

あ

る

と

す
る

｡

経
済
全
体
と

し
て

は

合
計
m

個
の

生
産
プ
ロ

セ

ス

の

集
合
が

存
在
す
る

｡

(

ヨ
芦

=

ヨ

で

あ

り
､

仇

ほ

有

限
の

正

整

数
で

あ

る
｡

)

第

(

ヨ
†
-

＋

ユ

番
目
の

プ
ロ

セ

ス

(

-

肌
巾

肌
ヨ
､

-

j
†

-

こ
=
-

＼
…
:

→

且

は

第
･

∫

産
業
の

プ
ロ

セ

ス

で
.

こ

れ

は

£
き

･

き

を

革
も

成
分
と

す
る
花

次
元
列
ベ

ク

ト
ル

卑
芦

ナ
･

オ

で

表
わ

さ

れ

る
｡

投
入

係
数
行
列
A

は

稔

計

2 9 ♂



m

価
の

こ

の

よ

う
な
プ
ロ

セ

ス

が

第
1

部

門
か

ら

第
恥

部
門
へ

の

喘
序
で

配
列
さ

れ

た

声

×

ヨ

行
列
と

す
る

｡

ゝ

=

甘
-

≠
‡
.

ユ

(
軋

こ
--
-

＼
…
:

-

さ

こ
肌
q

肌
∋
㌧

1
∋
†
-

”

ヨ
さ

=
○
‥

ヨ
さ

=
ヨ
)

本
源
的
生

産

要
素
は

合
計
ヱ

個
存
在
す
る

も
の

と

す
る

｡

第
(

き
†
-

＋

ぺ

ヤ

番
目
の

プ
ロ

セ

ス

の

単
位
レ

ベ

ル

で

の

稼
動
に

要
す
る

第
ゐ

本

源

的

生

産
要
素
(

打

=
-

＼
…
‥

-

8

の

量
を

㌻

卓
上

才

と

す
る

と

き
一

般
化
さ

れ

た

投
入

係
数
行
列
A

に

対
応
す
る

要
素
投
入
係
数
行
列
は

､

ト

=
[

㌻
き
†
■

.

ユ

(

計

=
-

＼

…
J

ご

､

=
-

∴
:

…
-

三
-

肌
q

肌
ヨ
ー

ー
∋
†
-

い

ヨ
○

=
○
”

ヨ
さ

=
ヨ
)

と

表
わ

さ
れ

る
～

×

き

行
列
で

あ

る
｡

正

方
行
列
に

お

け

る

単
位

行
列
の

一

般
化
と

し
て

さ

×

∋

行
列

ゝ

=
[

む
ー

ヨ

:
∫
]

(
軋

こ
=
-

＼
…
‥

一

き

こ
肌
→

肌

ヨ
､

-
ヨ

†
こ
ゴ

g

=
○

"

き
事

=

∋
)

を

定
義
す
る
｡

そ
の

エ

レ

メ

ン

ト

は

む
ー

き
†
･

＋
【

=

( 5 7 ) 研 究 ノ ー ト

ー

く

札

=
㌧

0

ご
1

札

廿
､

と
い

う
属
性
を

も
つ

も

の

と

す
る

｡

本
稿
に

現
わ
れ

る

変
数
は

次
の

も
の

で

あ

る
｡

冒
†
.

◆
→

=

第
(

j
⊥

＋

ユ

番
目
の

プ
ロ

セ

ス

の

活

動
レ

ベ

ル

(

㌧

=
-

＼
:

…
-

さ

こ
肌
→

肌
弓

ぜ

上
ぜ
⊥

…

ヨ
d

--
○
”

ヨ
さ

=
ヨ
)

3
=

革
も

財
の

価
格
(
札

=
-

-

‥

…
-

且

昏

=

第
点

本
渡
的
生

産
葉
菜
の

価
格
(

計

=
-

＼
…
‥

-

～

)

か
=

琴
-

財
に

対
す
る

最
終
需
要
量
(
札

=
-

＼
…
‥

-

且

1
む

=

第
ゐ

本
源
的
生

産
要
素
の

供
給
量
(

計

=
-

＼
…
‥

-

～

)

こ

れ

ら
を

成
分
と

す
る
ベ

ク

ト
ル

呵

=
[

冨
､

上
＋

L
-

勺

=
[

3
]

-

屯

=
[

穿
]

-

Q

=
[

b

L
▼

ヽ

=

マ
已

は

各
々

､

m

次
元
列
ベ

ク

ト
ル
､

几

次
元
行
ベ

ク

ト
ル

､

～

次
元
行
ベ

ク

ト
ル

､

れ

次
元
列
ベ

ク

ト
ル

､

～

次
元
列
ベ

ク

ト

ル

で

あ

る
｡

l:l

以

上
の

準
備
を

も
っ

て

本
論
に

入

る
｡

い
.

ま

第
･も

財
の

需
給
状
況
に

注

目
す
れ
ば

､

経
済
均
衡
の

成
立
の

た

め
に

は

我
々

は

次
の

不
等
式
関
係
を

も

た

ね

ば

な
ら
な
い

｡

】

声
-

-

】声
】了

-

詩

司
【

､

-
】

声

T
-

M

冒
ナ
.

＋
【

肘

M

M

p
-

き
T
･

才

冨
†

ミ
＋
ヱ

(

こ

一

=
】

､

…
】

→

け
ー

(

れ

=
-

∴
…
‥

,

ミ

ニ

こ

で

厳
密
な
不

等
式
が

成
立
す
れ

ば

革
も

財
は

供
給
過
剰
で

あ

り
､

古

典
的
需
給
法
則
の

教
え

る

と
こ

ろ
に

よ

り

第
･も

財
の

価
希
は

下

落
し

供
給

過
剰
は

解
消
に

む

か

う
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

調
整
メ

カ

ニ

ズ

ム

が

価
蒋
零
と

い

う
状
況
ま
で

ゆ

き
つ

く
し

て

な

お
､

需
給
ギ
ャ

ッ

プ

が

ク

ワ

ア

ー

さ

れ

ぬ

財
を

｢

自
由
財
+

と

よ

ぷ
｡

し

た
が
っ

て

我
々

が

均
衡
に

お
い

て

要
請

す
る

､

恥

勺
叫

⊥

ぎ
1
恥

き

叫
.

号
＋

ぎ
1
Q
-

]

‖
0

(

N

)

g 9 7

【
ト

ト
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一 橋論叢 第六 十 巻 第 三 号 ( 5畠)

と
い

う
関
係

式
を

｢

財
に

関
す
る

自
由
財
の

ル

ー

ル

+

と

称
す
る
こ

と

が

で

き

る
｡

(

こ

(

N

)

式
に

登
場
す
る

最
終
需
要
を

我
々

は

体
系
内
で

決
定
さ

る
べ

き

変
数
と

し

て

取
扱
い

､

n
-

=
Q

入
や

巾

)

(
れ

=
-

＼
…
‥

-

且

(

4
)

と
い

う
関
係
式
を

設
定
す
る
｡

(

山

)

全
く
同
様
の

推
論
に

よ

り
､

本
源
的
生

産
要
素
市
場
に

関
し
て

我
々

は

以

下
の

関
係
式
を
も

つ
｡

事

-

胃
､

-
一

声
L

T
】

M

M

㌻

き
･

･

寸

ぎ
†
.

＋

払
1

甘

-

=
-

一

--
-

(

計

=
-

＼
…
=

-

h

)

瞥

蘇
ポ

ー
.

亨
＋

ぎ
1

♯
い

ざ
=
う

矢
や

8

(

計

=
-

＼
…
‥

こ
)

こ

こ

に

(

占

は

本
渡
的
生

産
要
素
に

関
す
る

需
給

制

約
､

(

阜

)

(

u

)

(

玖

)

(

小

)

は

そ

恥

=
⊇
岩
P
n

q

缶

ヨ
亡

ユ
＋
→

-

肌
→

肌
月
､

-
ヾ

ぜ
⊥

-

肌
㌧

肌
ヨ

と

約
束
す
れ

ば
､

普
l
[

幣
号

T

ふ
号
⊥

を

も
つ

｡

競
争
均
衡
に

お
い

て

は

包

=
○

で

あ

る
の

で

結
局
我
々

は

次
の

｢

一

般
化
さ

れ

た

費
用
法
則
+

を

得
る

｡

占

-

や
肌
u

n

き
ぎ
き
丁
･

才
＋

M
邑
㌔
†
･

†

(

ご

ー

=
】

古
川

川
】

(

､

=
-

…

…
-

さ

こ
肌
叫

肌
遥
q

上
ぜ
⊥

”

ヨ
○

=
○
”

ヨ
芦

=
ヨ
)

こ

こ

で

厳
密
な

不

等
号
の

成
立
つ

プ
ロ

セ

ス

は
､

単
位
生

産
費
を

価
格
が

カ

バ

ー

し

え

な
い

の

で

均
衡
に

お

い

て

は

採
択
さ

れ

な
い

で

あ

ろ

う
｡

す

な
わ

ち
競
争
均
衡
の

最
後
の

要
請
と

し

て
､

2 9 ∂

さ

ヨ

r､
-
せ
ー

L

T
■

M

M

も

-一
-

【

‖
-

[

エ
淋

毒
与
＋

瞥
㌔

与
}

す
ぎ

･
q

の

自
由
財
ル

ー

ル

､

(
か

)

ほ
ワ

ル

ラ
ス

的
供
給
函

数
で

あ
る

こ

と
は
い

う

ま
で

も
な

い
｡

次
に

第
(
ヾ

ぜ
⊥

＋

ユ

番
目
の

プ
ロ

セ

ス

の

単
位
稼
動
か

ら

得

ら

れ

る

利
潤
を

㌢
‡
才

と

す
れ

ば
､

ぎ
‖

エ
幣
号

･
一

ふ
号
⊥

Q
=
-

-

…
‥

-

さ

こ
肌
1

肌
∋
､

-
謹
†
-

山

ヨ
○

=
○
い

喜
さ

=

且

が

成
立
つ

｡

記
号
を

=
○

(

00

)

を

設
定
す
る

｡

そ
の

経
済
的
意
味
よ

り
､

こ

れ

を

｢

資
本
主
義
的
生

産
の

ル

ー

ル

+

と

よ
ぷ

こ

と
が

で

き
る

｡

以

上

に

よ

り
一

般
化
さ

れ

た

静
学
的
投
入

産

出
モ

デ
ル

の

麓
争
均
衡
に

つ

い

て

次
の

定
義
が

自
然
に

導
び

か

れ

る
｡

定
義

｡(

ゝ

1
ゝ
)

哩

Ⅳ

A
や

8

(

一

こ

勺
[

(

ゝ

-
ゝ
)

哩

-

見
ゃ

向
)

]

=
○

(
-

○
)

一
喝

肌
う

(

や

勺

)

(

こ
)



各
卜
唱

-

ス
や

8
]

=
○

匂
ゝ

肌
セ
ゝ

＋
崎

ト

[

叉
ゝ
-
ゝ
)

-
勾

ト
]

唱

=
○

を

満
足
す
る
ベ

ク

ト

ル

の

組
(

学

や

S
(

勺
へ

串
T

㌔

(
-

N
)

(
-

レ

)

(
-

占

領

♪
√

焉
知

.

ヨ
)

を

( 5 9 ) 研 究 ノ ー ト

(

缶
)

一

般
化
さ
れ

た

線
型
非
結
合
生

産
体
系
の

『

競
争
均
衡
解
』

と
い

う
｡

Ⅴl

汲
々

の

課
題
は

次
の

定
理

を

証
明
す
る

こ

と

に

よ

り

果
さ

れ

る
｡

『

存
在
定
理
』

一

般
化
さ

れ

た

静
学
的
線
型
非
結
合
生

産
体

系
に

ほ

以

下
の

仮
定
の

も

と
に

競
争
均
衡
が

存
在
す
る

｡

仮
定
1ゝ

W
O

､

ト

W
O

仮
定
2

ど
の

産
業
の

と
の

プ
ロ

セ

ス

に

お

い

て

も

不

可

欠
的
に

必

要
と
さ

れ

る

(

8
)

本
源
的
生

産
要
素
が

存
在
し

､

そ

の

要
素
の

供
給
は

有
界
で

あ

る
｡

仮
定
3

A
や

吟

y

ス
寧

8

は

(

p

8

廿
○

な

る

非
負
価
樽
ベ

ク

ト

ル

の

組

(

や

S

に

つ

い

て

定
義
さ
れ

る

非
負
の

一

意
連
続
函
数
で

､

そ

の

正

賓

次
同
次
函
数
で

あ

る
｡

仮
定
4

→

=

ス
p

q
)

に

お
い

て

昏
=
0

な

ら
ば

､

う
旨

=
○

で

あ

る
｡

(

計

=
-

､

.

…

…
-

h

)

仮
定
5

ワ

ル

ラ
ス

法
則

勺

A
セ
一

句
)

=
向

ス
匂
-

已

が

成
立
す
る

｡

｢

証
明
+

仮
定
3

の

後
半
に

よ

り
､

(

や

勾
)

の

変
域
を

(

声

ナ
丁
-

)

次

元
基

本

単
体

且
(

芝
二

聖
堂

幣
＋

瞥
‖

エ

に

限
定
し
て

よ
い

｡

次
に

仮
定
2

に

よ

り

言

き
､

-

.き
し

T
-

M

M

嘗
ユ
.
→

冨
ミ
払
え
勺
-

8
肌
1 .

-

､

=
】

叫

=
-

首
ミ

｡

∨
○

(

㌧

=
-

＼
…
‥

〉

さ

こ
肌
巾

肌
当

ぜ

上
ぜ
⊥
)

で

あ
る

｡

た

だ

し
ー

n

は

第
一

要
素
供
給
量
の

上

限
で

あ

る
｡

慧
担
T

き

を

考
慮
に

い

れ

て

｡

肌

ぎ
勺

肌

恥
(

約
㌢

‥

㍗
)

を

も
つ

｡

そ
こ

で

各
プ
ロ

セ

ス

ご

と

に

恥
引
∧

ぎ
寸

な
る

ほ

と

に

十
分
大
き
い

勒

r
‡
十
【

を

選
ん
で

ヽ
=

{

旦

胃
出
盲

}

○

肌

苧
亨
才
肌

賢
一
-

与

(

㌧

=
-

∴
=

…
-

さ

こ
肌
叫

肌

喜
､

-

∋
†
-

)
)

で

定
義
さ

れ

る
L

ヂ
∋

に

お

け

る

超
直
方
体
を

つ

く
り

､

活
動
ベ

ク

ト

ル

y
の

変
域
を
r

に

限
定
し

う
る

｡

L
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記
号
を

只
宇

戸

S
=

A
挙

句
)

-
(

ゝ

1
ゝ
)

甲

見
や

々
】

已
=
一
喝

-

ス
セ
､

屯
)

屯
(

p

8

=

叉
ゝ

1
ゝ
)

1
巾

ト

と

定
め

､

さ

ら

に

叫

=

蔓
H

Å
○

,

巾
)

-

廿

=
ヨ
白

Å
0

-

色

句

=
∋

邑
(

○
､

屯
)

と

約
束
し

ょ

う
｡

-

守

宮
剖

(

芝
叫
-

)

-

屯

¶

引
仙
川

糾
引
矧
到

(

曹
＋

ぎ
)

咄

学
ヒ
土
＋
叫

㌔
亨
･
【

=

引
致
訂

軌
判

割
引

引
(

ぎ
･

十

も
号
し

(
軋

こ
=
-

＼
…
:

､

さ
"

計

=
-

】

…
…
-

ニ

ー

肌
叫

肌
謡
く

-
ヨ

l `

ご
い

き
=
○
い

ヨ
ヨ

=
∋
)

に

よ
っ

て

定
ま
る

点

(

♪

申

呵
)

を

考
え

る
｡

♪
lⅣ
○

-

め
む

Ⅳ
○

-

0

肌
}
+

ヨ
⊥
＋

L

肌
戦

き
‡
＋
叫

M
仙

♪
＋

M
打

の
打

=
-

予
梢

鞘
･

予

鵜

3 の

荒
r

T
寸

戦

き
⊥

才

欝
ミ

→

＋
も

＋

評
†

}
(

罫
†
.

＋

斗
句

㌣
■

＋

し

な

の

で

写

像

(

や

や

邑

1
(

♪

申

}

J
‥

切
×

ヽ

r
払
×

ヽ

は

知

モ
ー

言

内
の

コ

ン

パ

ク

ヘ

ー
)

ト

凸
集
合

わ
x

ヽ

よ

り

そ

れ

白
身
の

内
部

へ

の
一

意
連
続
写

像
で

あ

り
､

ブ

ロ

ウ
エ

ル

の

不

動
点
定
理

に

よ

り
､

こ

の

写

像
は

少
く
と
も

ひ

と
つ

の

不

動
点
(

勺
.

ニ
.

､

ミ
)

を
も

ち
､

そ
の

点
に

お
い

て
､

(
れ

こ
=
-

＼
…
:

】

さ

こ
=
-

＼
…

･

､

ニ

ー

肌
→

帆
→

ぜ
-
ヨ
L

エ
”

き
○

=
○
"

ヨ
さ

=

ヨ
)

が

成
立
つ

｡

た

だ

し
こ

こ

で

,

-

も
.

=

M
ヨ
P

溝
〇

･

巾

呑
､

I

巾
.

去
J
)

-

‖
】

-

＋

M
ヨ

岩
(

〇
.

曽
(

セ

ノ

モ
ー

甲

J
)

_

‖
】

で

あ

る

も
の

と

す
る

｡

定
義
に

よ

り

も
.

Ⅳ
○

で

あ

る

が
､

い

ま

も
★

>

○

と

す
れ

ば

空
.

∨
○

亀
.

叫
-

.

∨
○

曹
.

∨
○

昆
.

計
.

∨
○

荒
r

‡
＋
【

∨
○

乱

戦
b

辞
†
.

十
【

∨
○

で

あ

る
こ

と

を

容
易
に

知
る

｡

ゆ

え
に
こ

の

と

き

七
.

巾
.

＋
向

-

う
＋

モ
モ
∨
○

で

あ

る

が
こ

れ

は

匂
巾

＋

3
＋

晋

=
匂

A
勺
-

已
-

叉
ゝ

1
ゝ
)

甲

十
Q

ト
甲

-

勺
(

勺

ニ
)

＋

叉
ゝ

-
ゝ
)

哩

-
巾

卜
哩

=
○

に

矛
盾
す
る

｡

ゆ

え
に

も
.

=
0

す
な

わ

ち

巾
.

I肌
○

-

モ
肌
○



を

周
る

｡

次
に

爵
†

■

◆

∴

V
O

で

あ

る

と

す
れ

ば

k
♯

=
○

を

考

慮
し
て

罫
､

主
句

㌣
■

＋

¶
㌢
ミ
も
㌣
.

＋
q

す
な
わ

ち
甲

き
丁
-

十

㌦

=
争
声

‡
寸

を

得
る

｡

し

か

る
に

r

の

定
義
に

よ

り

芦

i
r

-

1

専
一

-

⊥

M

M

号
†
･

.

遥
ヨ.

T

}
lⅣ

首
‡
才

芸
†
.

＋
叫

∨
㌔

-

-1
-

→

--
-

”

き
P
b

ご
(

勺
-

8

Ⅳ
ご
(

七
.

､

巾

.

)

(

勺
-

5
ち

を

得
る

｡

こ

れ

に

よ

り

曽
.

∨
○

す
な

わ

ち

も
.

∨
○

と
い

う
矛
盾

が

生

じ
る

の

で

屯
-

I爪
○

で

な

く

て

は

な

ら
ぬ

｡

以
上
に

よ

り

不
動
点
(

匂
.

,

勾
.

〉

哩

J

の

属
性
と

し
て

(

ゝ

-
ゝ
)

璧
.

Ⅳ

A
勺

.

-

巾

J

ト
甲

★

肌

ス
勺

一
､

屯

J

匂
.

(

ゝ

-
ゝ
)

肌
屯

.

ト

の

成
立
を

確
証
し

え

た
｡

(
-

山

)

(
【

8

(

-

J

( 占1 ) 研 究 ノ ー ト

(

-

u

)

に

匂
.

を

左

乗
､

(

-

小
)

に

由
一

を

左

乗
､

(

-

叫

)

に

ミ

を

右

乗

し
､

ワ

ル

ラ
ス

法
則
を

考
慮
す
れ

ば
､

勺
書

(

ゝ

-
ゝ
)

甲
.

肌
屯

.

ト

ミ
肌
屯

.

ス
匂

★
-

巾

J

=
七

.

A
勺

.

ゐ

J
肌
勺

.

(

ゝ

-
ゝ
)

ミ

と

な

り
こ

れ

よ

り

(

-

8

-
(

N

O
)

ほ

不

動
点
(

勺
書

-

屯
.

-

甲

J

が
一

般
化
さ

れ

た

静
学
的
線

型
非
結
合
生

産
体

系
の

も
つ

競
争
均
衡
解
で

あ

る
こ

と

を

物
語
る

｡

こ

こ

で

仮
定
4

を
こ

の

均
衡
解
に

通
用
す
れ

ば
､

不

等
式
(

-

8

が

実

際
に

は

等
号
で

成
立
つ

こ

と

を

確
認
し

う
る

｡

い

ま

山

村

‥

さ

ヨ

丁､
-
ヨ
戸

､

⊥

M

M

㌻

き
･
■

.

遥

㌣
-

＋

入
㌔
(

匂
.

-

巾

J

(

-

肌
計

肌
～

)

､

=
-

【

=
-

で

あ
る

と

す
る

と
､

(
-

8

(
-

β

よ

り

曹
.

=
○

を

得
る

が

そ
の

と

き

仮

定
4

に

よ

り

→

矢
場

.
-

巾

J

=
○

と

な
り

古

き
､

-

ヨ
L

T
】

M

M

㌻

ぞ
ー

･

.

遥
.

き
丁
.

＋

入
○

､

=
-

1

=
-

を

得
る

が

こ

れ

は

ト

W
O

-

哩
.

巾

ヽ

打
出
＋

∋

に

矛
盾
す
る

｡

ゆ

え

に

ト

ミ
ーー
1

(

七
.

-

屯

J

が

成
立
つ

｡

(

証
明

終
)

Ⅴ

こ

れ

ま

で

の

と
こ

ろ
､

我
々

は
､

技
術
の

併
用
と
い

う
現

象
を

必

ら

ず

し

も

排
除
せ

す
に

進
ん

で

き

た
｡

し

た

が
っ

て

以

上
で

存
在
を

確
認
さ

れ

た

競
争
均
衡
に

お

い

て
､

各
産
業
ほ

一

般
に

複
数
個
の

プ
ロ

セ

ス

の

適
当

な
一

次

結
合
に

よ

り
そ

の

生

産
を

遂

行
し
て

い

る

で

あ

ろ

う
｡

本
節
で

は
､

セ
.

[

(

ゝ

-
ゝ
)

ミ
一

久
セ

.

ニ
J
]

=
○

屯
.

[

ト

ミ
ー
→

甘
.

-

巾

J
]

=
○

[

勺
.

(

ゝ

-
ゝ
)

-
向

★

ト
]

ミ
=
○

の

成
立
を

知
る

｡

(

-

00

)

(

-

や

)

(

N

O
)

各
産

業
部

門
ほ

そ
の

プ
ロ

セ

ス

集

合
の

う
ち

､

任
意
に

ひ

と
つ

ず
つ

の

プ

ロ

セ

ス

を

選
択
す
る

と
い

う
単
純
体

系
を

考
察
し

､

均
衡
解
の

正

値
性
を

適
当
な

条
件
の

も

と
に

保
証
し

ょ

う
｡

A

お

よ

び
ム

に

お

い

て

各
産
業
部

門
の

プ
ロ

セ

ス

を

任
意
に

一

個
ず
つ

+



r
‾ ‾

一

棟論叢 第六十 巻 鮨三 号 ( 6 2 )

と

り

出
し

､

革
J

部
門
の

プ
ロ

セ

ス

集
合
よ

り

選
択
さ
れ

た

プ
ロ

セ

ス

を

第
∫

列
に

お

き
､

き

×

さ

行
列
4

叫

×
言

行

列
ん
を

構

成

す
る

｡

そ

れ

に

対
応
す
る

活
動
ベ

ク

ト
ル

を

弘
と

書
け

ば

単
純
体

系
は

(

ト

ー
ゝ
し

苧
lⅣ

A
匂
.

已

各
(

h

-
ゝ
し

ぎ
-

A
p

8
]

=
○

ト

き
肌

ス
勺
,

8

各
ト
■

き
-
→

甘
】

8
]

=
○

匂

肌
勺
ゝ

へ

＋
崎

ト
れ

[

叉
ト

ー
ゝ
し

-
屯

ト
L

ぎ
=
○

(
N

-

)

(

N

N
)

(
N

山

)

(

N

占

(

N

小
)

(
N

8

で

構
成
き

れ

る
｡

前
節
と

仝
ぐ
同
様
に

し
.
て
こ

の

シ

ス

テ
ム

ほ

少
く
と

も

び

と
つ

の

均
衡
解
(

匂
.

}

吟
一

-

慧
J

を

も

ち
､

(

叫

-
ゝ
し

苧
I

Ⅳ

A
セ

暮
.

屯

J

勺
.

[

(

h

-
ゝ
し

ぎ
ー

ー
Q
(

セ
*

}

崎
★

)

]

=
○

ト

崇
.

=

ス
七

★
､

崎

.

)

勾
I

[

ト
ト

苧
★

-

ス
勺

.
､

勺

J
]

=
〇

七
.

(

叫

-
ゝ
し

肌
吟

.

ト
巾

[

匂
.

(

ヽ

1
ゝ
し

-
勾
★

ト
L

苧
★

=
○

が

成
立
す
る
こ

と

を

証
明

し

う
る

｡

こ

こ

で

ざ
ら
に

仮
定
6

く′) 山 山 N N N

N トー
l = ) ＼+⊃ ∽ 叫

･

4
は

分
解
不

能
で

あ

り
､

ト

ー
ゝ

【

は
ホ

ー

キ
ン

ス

=

サ

イ
モ

ン

条
件

を

み

た

す
｡

仮
定
7 .ん

の

各
行
は

少
く
と

も

び

と
つ

､

正

賓
素
を

も
つ

｡

仮
定
S

任
意
の

(

慧
)

巾

ゎ

に

お
い

て
､

少
く
と

も
一

財
に

対
す
る

最

終

需

淵

要
は
正

で

あ

る
｡

を

設
定
し
ょ

う
｡

我
々

は

Q

甘
-

も
J

を

除
く

､

全
内
生

変
数
ベ

ク

ト
ル

の

正

使
性
を

立
証
し

う
る

｡

仮
定
6

､

仮
定
8

を

考
慮
し

て

(

N

〇

上

り

苧
★

Ⅳ
(

ヽ

-
ゝ
し
⊥

A
匂

I
､

崎

J
V
O

を

得
る

｡

こ

れ

を

(

N

8

と

結
合
し
て

仮
定
7

を

考
慮
に
い

れ

て

ス
セ

.

崎

★

)

肘
卜
入
ト

ー
ゝ
し
⊥

A
セ
ー

I

巾

J

V
O

と

な
る

｡

仮
定
4

の

対
偶
を

と

れ

ば
こ

れ

よ

り

吟

書

∨
○

を

知
る

｡

ま
た

ぎ
★

∨
○

と

(

山

N
)

を

考
え

あ

わ
せ

て

(

い
【

)

が

等

号
で

成
立
す
る

こ

と
を

導
き
こ

れ

よ

り

匂
.

=
向

.

ト
入
ヽ

-
ゝ
し

⊥

∨
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